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 生体内の二大ネットワークである血管と神経は、発生期に多くの誘因性・反発性シグ
ナルを共有している。本研究では、神経発生においてUNC5ファミリーの反発性リガンド
として働くことが知られていたfibronectin leucine rich transmembrane protein 2(FLRT2)











 次に、Unc5bノックアウトマウス (Unc5b-/-)がFlrt2 ΔEHCとほぼ同様の時期に胎盤血管の
減少を伴って致死であるが（Navankasattusas et al Development 2008）、リガンドとして
想定されていたNetrin1ノックアウトマウスの新生仔は生存するという知見に着目し












吉 川 祐 輔 
Placental labyrinth formation in mice requires endothelial FLRT2/UNC5B signaling 
（マウスの胎盤迷路発生には血管内皮細胞におけるFLRT2/UNC5Bシグナルが必要で 
  ある）  
